
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウインドガラス、特に自動車ウインドガラスの曇りを防止するための方法であって、こ
のため、センサ信号が評価され、限界値に達した場合に曇りを防止する措置が起動される
方法において、

曇りを防止する措置が、変化するウインドガラス湿度（Ｆ）の勾配に依存して
、

可変の介入ポイント（ＥＰｎ 　 ）が登録され
ており、これらの介入ポイントの値に関する が、ウインドガラス湿度（Ｆ）の に
応じて されて

ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　ウインドガラス湿度（Ｆ）の 、介入ポイント（ＥＰ２ 　 ） 、任意に
確定 でき、ウインドガラス湿度（Ｆ）の約８０～９０％とすることができるこ
とを特徴とする請求項 に記載の方法。
【請求項３】
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　 作動させ
られること
　曇りを防止する措置を作動させるために、

数値 変化
定義 おり、この場合、

－限界値に至るまでは、ウインドガラス湿度（Ｆ）が一定の場合、いかなる介入ポイント
も確定されず、
－ウインドガラス湿度（Ｆ）の変化が緩慢な場合、介入ポイント（ＥＰ２ 　 ）は、ウイン
ドガラス湿度（Ｆ）の変化が急速な場合の介入ポイント（ＥＰ３ 　 ）よりも値に関して高
く、時間に関して遅くなるように確定される

変化が緩慢な場合 は
することが

１



　ウインドガラス湿度（Ｆ）の 、介入ポイント（ＥＰ３ 　 ） 、任意に
確定 でき、ウインドガラス湿度（Ｆ）の約６０～７０％とすることができるこ
とを特徴とする請求項 に記載の方法。
【請求項４】
　外部の影響が、介入ポイント（ＥＰｎ 　 ）を確定する際に考慮されることを特徴とする
請求項１～ のいずれか１つに記載の方法。
【請求項５】
　外部の影響値 、速度、外気温度、太陽高度とすることができることを特徴とする請求
項１～ のいずれか１つに記載の方法。
【請求項６】
　講じられる措置の監視が、ウインドガラス湿度（Ｆ）を介して監視されることを特徴と
する請求項１～ のいずれか１つに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特許請求項１の上位概念に記載の曇りを防止するための方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　公知のように、暖房及び空調設備が調整される場合、調整の際、快適さを感じるために
重要な影響値が考慮される。この場合、特に、フロントウインドガラスもしくは他のウイ
ンドガラスにおいて曇りが始まるのを防止すべきである。曇りは、外部の影響によって自
動車内の相対的な空気湿度が与えられる場合、ウインドガラス温度は、室内の空気温度よ
りも低く（低くなり）、このようにしてウインドガラス内面が露点温度を下回った場合に
生じる。室内湿度の突然の上昇も、曇り形成の危険を高める。曇り勾配が始まるのを検出
できるようにするため、曇りもしくは湿度センサが使用され、これらのセンサのセンサ信
号は、更にまた曇りを防止する措置を起動することができる。
【０００３】
　自動車においてウインドガラスの曇りを防止するためのこの様式の方法は、特許文献１
に記載されている。この場合、湿度センサによって、ウインドガラスに結露する相対的な
水分は、ウインドガラスの相対的な湿度として測定される。太陽光の入射を考慮して、湿
度センサの加熱が設定され、この情報及び測定された加熱から、ウインドガラスの実際の
相対的な湿度が確認される。別の実施形態では、太陽光の入射以外に内部及び／又は外部
の温度も検出及び考慮される。
【０００４】
　自動車の暖房／空調設備の混合空気調整をするための方法及び装置は、特許文献２に記
載されている。この場合、方法及び装置は、エネルギ消費量を最適化するために寄与すべ
きである。最適な調整をするための特別なデータの設定は、それぞれの空気流の温度及び
相対的な空気の水分を測定することによって行なわれる。
【０００５】
　自動車ウインドガラスの結露又は氷結の程度を検出するための装置は、特許文献３に記
載されている。センサは、大きなウインドガラス面の結露又は氷結の程度に関する信号を
供給する。この情報によって、タイムリーな対抗措置、例えば送風モータの接続が行なわ
れる。
【特許文献１】独国特許出願公開第１９９　０７　４０１号明細書
【特許文献２】独国特許第１９６　３２　０５６号明細書
【特許文献３】独国特許出願公開第４３　１６　５５７号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、自動車ウインドガラスの曇りを防止するための方法を提供することに
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ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この課題は、特許請求項１の特徴によって解決される。
【０００８】
　本発明の基本にある構想は、曇りを防止する措置が必要に応じて、また変化するウイン
ドガラス湿度の に適合させられて、例えばプロセッサに登録された介入ポイントによ
って起動されるように、即ち、相応の曇りを防止する措置が、変化するウインドガラス湿
度の勾配に依存して ように、方法を形成することである。
【０００９】
　個々の介入ポイントは、時間及び値に関して変化するウインドガラス湿度に応じて、一
般に「できるだけ早く、必要なだけ遅く」に設定され、その際、局所的な状況もしくは局
所的な天候条件も、この方法を使用する際に共に考慮することができる。これらの外部の
影響値は、速度、外気温度及び／又は太陽高度とすることができる。
【００１０】
　このようにして、例えば、一定で高いウインドガラス湿度が測定された場合、いかなる
措置も起動されない。これは、特に、この高いウインドガラス湿度が、この方法を装備し
た自動車が案内される地域内を支配する場合ではない。ウインドガラス湿度が緩慢に増加
する場合、曇りを防止する措置の起動は、できるだけ遅く行なわれる。これに対して、急
速に上昇するウインドガラス湿度は、ウインドガラス湿度が緩慢に増加する場合よりも、
時間的に早い対抗措置による介入が行なわれる。
【００１１】
　急速及び緩慢な上昇の概念は、経験値に応じてソフトウエアにより される。それぞ
れの介入ポイントの確定も、ソフトウエアにより実現され、その際、相応のサポートポイ
ントは、特にプロセッサ内のテーブルに登録されている。
【００１２】
　可変の介入ポイントによって、措置は、これが実際に必要である場合に初めて起動され
ることによって、自動車室内で最適な快適さ（Ｗｅｌｌｎｅｓｓ）が実現される。付加的
にエネルギの節約が、必要に応じた空調プロセッサ等の によって得られる。
【００１３】
　滞っている曇り防止措置の解除は、特に、２つの視点、即ち、露点に対する間隔が十分
に大きいこと、及び快適さの損失が最小である場合に曇りを確実に防止するための最低限
の措置を起動すること、の下で行なわれる。
　講じられる措置の有効性は、ウインドガラス湿度を介して監視される。必要な場合、例
えばウインドガラス湿度が一定で高いままであるか、又は恒常的に更に上昇する場合、曇
りを防止するための別の措置が講じられる。
【００１４】
　センサもマイクロプロセッサも、センサモジュール内に統合することができ、このセン
サモジュールは、信号を、直接曇りを防止する種々の構造群に与える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図面による実施例を基にして、本発明を詳細に説明する。
【００１６】
　図１では、１でセンサが指示されており、このセンサは、ウインドガラス２に取り付け
られている。特にセンサモジュールとして形成されており、その内部に存在する評価エレ
クトロニクス３を備えているセンサ１は、マイクロプロセッサ４の入力部Ｅ１と電気的に
接続されている。プロセッサ４の出力部Ａ１と、曇りを防止する種々の構造群５が接続さ
れている。
　プロセッサ４内には、比較データと、データの形の介入ポイントＥＰｎ 　 とが登録され
ており、これらのデータによって、時間及び値に関するウインドガラス湿度Ｆの変化に応
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じて、 変化が確認され、曇りを防止する構造群５が、個々に又はしかしながらまた一
緒に制御される。
【００１７】
　この方法の場合、０％のウインドガラス湿度Ｆ０ 　 から１００％以上の可視の曇りＦ１

０ ０ 　 まで、高まる曇り勾配の相が一貫することは、一般的な曇り原理を前提とする。し
かしながら、この高まる曇り勾配は、ウインドガラス２の環境データから得られ、これら
の環境データは、多少変化することができ、従って、ウインドガラスも、曇り形成のため
の異なった を示す。高まる曇り勾配がウインドガラスにおいて検出され、その際、こ
の高まる曇り勾配が可変の介入ポイントＥＰｎ 　 によって される場合、この時点で、
第１の対抗措置が導入され、その際、遅くとも可視の曇りが生じた後で最大の曇り防止措
置が起動されなければならない。
【００１８】
　この方法を説明するために、ウインドガラス湿度Ｆの最も頻発する異なった状況もしく
は 方式の３つを前提とする。これらは、一定で高く、緩慢に増加する、又は急速に増
加するとできる。
【００１９】
　本発明によれば、変化するウインドガラス湿度Ｆに依存して高まる曇り勾配のそれぞれ
の 形態のために、１つの介入ポイントＥＰが されるか、いかなるこの介入ポイン
トも されず、この介入ポイント以降に、起動すべき構造群５の起動もカウントも行な
う。
【００２０】
　これらの介入ポイントＥＰは、以下のように確定される：
【００２１】
　 、いかなる介入ポイントＥＰも設けら
れない。何故なら、この場合、測定された値は、可視の曇りＳＢの限界値に近づかないか
らである。非常に高いウインドガラス湿度Ｆ、例えば９０％以降に初めて、時間の積分が
、曇り防止措置を導入する。
【００２２】
　ウインドガラス湿度Ｆが緩慢に増加する場合、介入ポイントＥＰ２ 　 は、より遅くに、
例えば９０％のウインドガラス湿度Ｆのところに、選択される。これは可能である。何故
なら、恒常的に測定される値が、徐々ににしか可視の曇りＳＢの限界値に近づかず、従っ
て、遅い介入が、ウインドガラス湿度Ｆがより高い場合でもタイムリーに曇りを防止する
措置を起動できるからである。
【００２３】
　ウインドガラス湿度Ｆが急速に上昇する場合、介入ポイントＥＰ３ 　 は、値及び時間に
関して本質的に介入ポイントＥＰ２ 　 の前に、例えば７０％のウインドガラス湿度Ｆとこ
ろに位置する。
【００２４】
　このようにして確定された介入ポイントＥＰ２ ， ３ 　 は、状況に応じて措置の個々の

を調整する。
【００２５】
　これらの 形態は、図２に、異なった３つの湿度曲線Ｇ１ 　 ，Ｇ２ 　 ，Ｇ３ 　 の形で
図示されている。曲線Ｇ１ ～ ３ 　 は、例として任意に選択された異なった勾配を備える。
　第１の曲線Ｇ１ 　 は、一定で高いウインドガラス湿度Ｆの時間 を、第２の
曲線Ｇ２ 　 は、緩慢に増加するウインドガラス湿度Ｆを、そして第３の曲線Ｇ３ 　 は、急
速に上昇するウインドガラス湿度Ｆを反映する。ＳＢで、湿度Ｆ＝１００％として可視の
曇りが図示されており、この曇りは、この方法のための限界値として機能する。図２には
、介入ポイントＥＰ２ ， ３ 　 も書き入れられている。
　センサ２のセンサ信号の評価部において機能に従ったマイクロプロセッサ４の使用をし
て、一定に支配するウインドガラス湿度Ｆが検出される場合、ウインドガラス湿度Ｆのこ
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の値が確定された限界値ＳＢの下に留まっている場合には、構造群５のいかなる も行
なわれない。
　これに対して、測定された値が上昇する場合、評価がマイクロプロセッサ４内で行なわ
れる。この場合、値が緩慢に変化するのか、急速に変化するのかが確定される。 の設
定に応じて、マイクロプロセッサ４は、この に対して登録された介入ポイントＥＰを
確認する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】方法のブロック回路図
【図２】グラフ様式の図により方法の機能原理を示す。
【符号の説明】
【００２７】
　　１　　　センサ
　　２　　　ウインドガラス
　　３　　　評価エレクトロニクス
　　４　　　マイクロプロセッサ
　　５　　　構造群
　　Ａ１　　出力部
　　Ｅ１　　入力部
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